








前原準一郎は明治 12 年 5 月に桐生新町に生
まれ，明治 35 年東京高等工業学校機織科卒業
後さらに専攻科生として機械科に学び，明治































Abstract:  Junichiro Maehara,  a  representative modern entrepreneur  in Kiryu,  advocated  the 
importance of Shuyo  (cultivation of mind) even when he was a college student. As an executive 
director of a company, he was eagerly engaged  in the company education based on Shuyoshugi 




















































































郎 ( 明治 33 年 12 月入会 ) に加えて桐生社のも
う一人の中心人物の前原悠一郎が入会 ( 明治 34
年 4 月 ) すると同時にこの雑誌は桐生懇和会の
機関誌的役割をも担うことになる。つまり，『桐








































































































































ちをとっている．以後，明治 43 年 15,000 円，
明治 44 年 20,000 円，大正 2年 50,000 円，大正
6年に桐生機械株式会社設立（桐生製作所を合







































































































































大正 10 年に夜間 2年制の桐生高工附属工業補
習学校（大正 12 年に附属商工補習学校，大正











































































































































































それによれば，「最 1等」は町税年額 944.08 円
で 1戸（森宗作），「甲 1等」は 539.48 円で 1戸（書
上文左衛門），「2等」は 402.34 円で 1 戸（大澤
福太郎）といわゆる「三巨頭」が最上位の 3戸
である一方，最下位の「50 等」は 1.79 円で 2,632
戸となっている．この階層構造の中で前原準一
郎は「22 等」で町税額 43.57 円となっているが，
「22 等」までの戸数の合計は 119 であり，総戸
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2013 年 11 月 29 日受付
2014 年   1 月 21 日受理
坂根 治美
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